
物 理 (120分）

（令和5年度 後期日程）

注 意 事 項

1. 試験開始の合図があるまで， この問題冊子を開いてはいけません。

2. この冊子は全部で8 ページから成っています。 表紙を開くと白紙があります。

さらに， その白紙を開いた左のページから1 ページ目の問題がはじまります。

印刷が不鮮明な場合， 又はページの脱落に気付いたときは， 申し出てくださ

い。

3. 解答用紙は2枚です。

4. 解答は必ず解答用紙の指定された欄に記入してください。

5. 解答用紙には必ず受験番号， 氏名を記入してください。 記入を忘れたとき，

あるいは誤った番号を記入したときは失格となることがあります。

6. 解答用紙の解答欄に， 関係のない文字， 記号， 符号などを記入してはいけま

せん。

7. 解答は200点満点で採点され， 海事システム工学科は採点結果の1. 5倍が得

点になります。

8. 試験終了後， 問題冊子は持ち帰ってください。
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[1] （配点50点）次の文章の中の ［二ニ］にあてはまる式を解答用紙の該当する欄に記入しなさい。

重力加速度の大きさをgとする。

質量m の小球Aと，質量Mの小球 Bの同一の鉛直線上での運動について考える。小球Aは

水平な床からの高さ2h,小球 Bは床からの高さh の位置に保持されている。小球と床，および

小球同士の衝突の反発係数は1である。速度は上向きを正とし，空気抵抗は無視できるも のと

する。

小球Aと Bを同時に静かに落下させたところ，小球 Bは水平な床ではね返った。はね返った直

後の小球Bの小球Aに対する相対速度の大きさは〇亘旦亘□］ である。その後，小球AとBは

弾性衝突した。小球AとBが運動を始めてから衝突するまでの時間は E亘旦亘互］であり，衝突

した位置の床からの高さは巨亘亘互］である。衝突直前の小球Aの速度は〇亘旦亘互］，Bの

速度は〇亘旦亘口であり，衝突直後の小球Aの速度は巨旦亘亘亙］，Bの速度は〇旦亘亘互］

である。

M=3m の場合を考える。小球AとBの最初の衝突後，小球Aが到達する最高点の床から

の高さは巨亘回であり，小球Bが床に再び衝突する直前の小球Bの速度は巨亘豆］

である。
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